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審 査 の 結 果 の 要 旨 
（批評） 
 本論文は、中国における団地内の居住環境の形成のあり方を空間面・制度面・管理面から
総合的に論じており、既往研究の少ない独自性の高いものである。空間面では、現代の中国
を担う新しい住戸にふさわしい近代的な機能を取り込みつつも、中国の伝統性も残したもの
となっていることを述べた。制度面からは、日本法との比較の上で、物権法を中心としたい
くつかの法体系の集合体としてみることができるという概念を提示している。また、管理面
からは、香港の集合住宅管理方式を移入し、日本で言う第三者管理方式を実現していること
を述べている。本論文を構成する骨子は、日本建築学会において査読付き論文２編として公
表され一定の学術的評価を得ており、これらの知見は、今後の中国において当該分野に関す
る研究の基礎となるものであると認める。 
 以上の結論を得るに当たって、文献調査・実地調査を行っているが、これまでの中国にお
ける商品住宅を把握する上で、必要にしてかつ十分な質と量を確保しており、信頼性の高い
ものであると認める。 
 居住環境の全般から言えば、本研究の明らかにしたことではカバーしきれないこともある。
例えば、保証性住宅における地域コミュニティとの関係形成については、近い将来、重要な
意味を持ってくると考えられる。これらは今後の研究の発展的課題となろう。 
 
 平成２５年７月１１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文につ
いて説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果，審査委
員全員が合格と判定した。 
 よって，著者は博士（デザイン学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
